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第１２回八女市農業委員会総会議事録

１．開催日時 令和２年１１月５日（木）午後２時００分から午後３時２１分

２．開催場所 おりなす八女 小ホール

３．出席農業委員 （２１名）

１番 月足 靖彦 ２番 鵜木 敏通 ３番 松尾 健一

４番 牛嶋 徹也 ５番 小川 哲郎 ６番 角 秀次

７番 馬場 康浩 ８番 大坪知美子 ９番 中島 秀徳

１０番 仁田原一太 １１番 稲葉 初男 １２番 入江 保生

１６番 古賀 則夫 １７番 江﨑 潔 １８番 中村 善徳

１９番 茅島 澄雄 ２０番 中村 輝義 ２１番 田村 一彦

２２番 三宅 覚 ２３番 池㞍 律芳 ２４番 城後 公一

４．出席最適化推進委員（１５名）

１番 樋口 重樹 ４番 牛島由美子 ５番 樋口 祐二

８番 服部 正文 １２番 上村 洋治 １５番 室園 千秋

１８番 久木原秀登 ２２番 八田 久男 ２５番 中嶋 清隆

２８番 井手 洋一 ２９番 橋村 茂實 ３３番 井上 昌彦

３９番 塩塚 義治 ４２番 栗原嘉寿秀 ４３番 山口 史登

５．欠席委員 農業委員（３名）

１３番 高山 和典 １４番 今村 嗣範 １５番 増永 勝広

６．議事日程

第１ 会議の成立

第２ 議事録署名委員の指名

第３ 議案の上程

第４ 議案の審議

報告第１７号 農地法第１８条第６項の規定による通知の報告について

議案第５２号 農地法第３条の規定による許可申請書の処理について

議案第５３号 農地の買受適格証明について

議案第５４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画の決定

の処理について

報告第１８号 農地法施行規則第５３条の規定による報告について
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議案第５５号 農地法第４条の規定による許可申請書の処理について

議案第５６号 農地法第５条の規定による許可申請書の処理について

７．農業委員会事務局職員

局長 松延 洋治 次長 平島 聡 書記 樋口 昌伸 原 知輝 黒

木支所 渡部 真弓 立花支所 安田 凌介 上陽支所 葉山 多恵子

星野支所 江藤 繁徳 矢部支所 堤 翔太

８．会議の概要（発言の内容については、その要旨を記載しており、個人情報に

関係すると思われる部分等については削除しています。）
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議 長

議 長

議 長

議 長

議 長

みなさまこんにちは。今日は全国的に冷えましてこれからもまた寒

くなるとは思いますけれども、体調管理には十分に注意をしていただ

きたいと思います。そして皆様ご存じのように、八女市長選挙が１１

月１日に告示をされ、８日の日曜日に投開票ということで今回は３人

の方が立候補されており、非常に激戦となっております。今から４年

間必要な人でないと八女市は成り立っていかないということで、じっ

くりと選んでいただきまして投票に行っていただきますようお願いを

いたします。本日は令和２年第１２回農業委員会総会を開催いたしま

したところ、委員各位には大変お忙しい中にご参集下さいまして、誠

にありがとうございました。ただ今より、農業委員会総会を開会いた

します。

（ 議 長 着 席 ）

日程 第１・会議の成立

只今の出席委員の数は農業委員 ２１名、

農地利用最適化推進委員 １５名 であります。

会議規則第６条の規定により、本日の会議は成立いたしました。

日程 第２・議事録署名委員の指名を行います。

議事録署名委員は、会議規則第１６条第２項の規定により、１１番

稲葉初男委員、１２番 入江保生委員を本日の会議の議事録署名委員

に指名したいと思いますが、これに異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、そのように決定いたしました。

日程 第３・議案の上程を行います。

事務局より案件の朗読をお願いします。

（案件朗読）

事務局朗読のとおり、報告２件・議案５件を一括議題といたします。

１ページをお願いします。

報告第１７号 農地法第１８条第６項の規定による通知の報告につ

いて、事務局より通知の説明をお願いします。
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事務局

議 長

農業委員

２１番

事務局

農業委員

２１番

事務局

農業委員

２１番

議 長

はい、報告第１７号 農地法第１８条第６項の規定による通知の報

告につきましては２３件です。解約のあった土地３５筆、うち田１５

筆、畑２０筆、合計面積は１０４，９８４㎡です。それぞれ合意解約

で離作措置条件等はございません。添付書類も含め完備しておりまし

たので、会長専決により書類を受理いたしました。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

２点質問したいことがあります。２ページの番号１２番・１３番ど

のようになっているのでしょうか。

１２番・１３番につきましては、福岡県農業振興推進機構を介した

賃借契約の解約になっています。推進機構と借手、推進機構と貸手の

２つの契約から成り立っているので、この２つの契約のそれぞれ合意

解約となっています。

それともう１点あります。１９番の案件にある農地は、９月の総会

で別の方との解約又は推進機構への売買がされていますが、今回の総

会では、前回の方とは違う方との解約が同じ農地で出てきています。

この農地に関して、どのように権利移動がされているのかを教えてい

ただきたいです。

１９番の農地につきましては、大きな１筆の農地の面積を２人で分

けて耕作しており、農地１筆に対して耕作人２人それぞれに対して貸

借の契約が入っていました。耕作人をＡさん・Ｂさんとすると、９月

の総会ではＡさんの耕作面積分だけの貸借契約を解約し、その面積分

だけ推進機構へ売買を行っています。このときＢさんとの貸借契約は

残っています。今回の総会ではＢさんの耕作面積分だけの貸借の解

約・Ａさんの耕作面積分だけの売買が推進機構からＡさんへと行われ

ています。以上でございます。

ありがとうございます。

質疑を終結します。本案件は、農業委員会に報告するものでありま



NO5

議 長

議 長

事務局

議 長

議 長

事務局

議 長

すので、質疑にとどめ審議を終わります。

５ページをお願いします。

議案第５２号 農地法第３条の規定による許可申請書の処理につい

ての番号１番について、事務局より説明をお願いします。

はい、１番についてご説明します。（議案書朗読）譲受人の経営拡

大と譲渡人の経営縮小ということで所有権移転売買の申請です。以上

でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号２番と９３ページの４１４番は下限面積関連のため、一

括審議といたします。それでは、事務局より説明をお願いします。

ご説明いたします。（議案書朗読）譲受人の新規営農と譲渡人の経

営縮小ということで所有権移転売買の申請です。続いて９３ページの

４１４番について説明いたします。（議案書朗読）３年間の賃貸借設

定をされる申請です。続けて譲受人についてご説明いたします。譲受

人は父親が農業をなされてあり、農業の手伝いをされており農業経験

はおありです。今回ご自身で農地を取得され玉ねぎ、サツマイモ、筍

の栽培を予定されております。栽培方法につきましては賃貸借の賃貸

人よりご指導いただく予定とのことです。出荷先は直売所での販売を

予定されております。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）
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議 長

事務局

議 長

議 長

事務局

事務局

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号３番について、事務局より説明をお願いします。

３番について説明いたします。（議案書朗読）譲渡人の経営縮小と

譲受人の経営拡大ということで所有権移転売買の申請です。以上でご

ざいます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号４番と８ページの議案第５３号 農地の買受適格証明に

ついての番号１番は関連しますので、一括して審議いたします。それ

では、事務局より説明をお願いします。

５ページの４番～６番と８ページの１番～３番の「競売に参加する

ための買受適格者としての証明について」は関連いたしますので案件

ごとに一括して説明いたします。買受適格証明とは、農地の競売・公

売の入札に際し、農地を取得できない者が参加することを未然に防ぐ

ために必要なものとなっており、農地法第３条の許可を受けられるこ

とを証明するものです。

本案件は、福岡地方裁判所八女支部が行う競売案件で、入札期間は

令和２年１１月１８日から１１月２５日まで、開札は１２月２日です。

なお、本件は競売案件ですので、申請者、参加者数の情報など、守秘

義務を徹底していただきますようお願いします。

４番についてご説明します。（議案書朗読）申請者が経営拡大のため

取得しようとするものです。作付計画は米となっています。農地法第

３条の許可要件につきましては、申請書で許可要件を満たすことを確

認しています。申請者は耕作目的での取得を希望していますので、落

札者となった場合、農地法第３条の所有権移転の許可書については、

買受適格証明の発行時と事情が異なっていなければ発行することにな
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議 長

農業委員

２１番

事務局

農業委員

２１番

議 長

議 長

事務局

議 長

ります。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質問です。この場合は耕作を前提ということなんですけど、例えば、

代理者であるとか、耕作期間の条件等はあるのでしょうか。

はい、お答えします。申請者が耕作を目的されてあるということで

の申請なので、代理者の申請はできません。耕作期間については法的

には定められていませんが、農地を農地以外のものにすることにつき

ましては、取得から３年間は原則認めないという方針で八女市・広川

町・筑後市で申し合わせを行っております。以上でございます。

ありがとうございます。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定し、買受適格証明書を交

付いたします。

続いて番号５番は先程と同様、８ページの番号２番と関連しますの

で、一括して審議いたします。それでは、事務局より説明をお願いし

ます。

５番について説明いたします。（議案書朗読）申請者が経営拡大の

ため取得しようとするものです。作付計画は米となっています。農地

法第３条の許可要件につきましては、申請書で許可要件を満たすこと

を確認しています。申請者は耕作目的での取得を希望していますので、

落札者となった場合、農地法第３条の所有権移転の許可書については、

買受適格証明の発行時と事情が異なっていなければ発行することにな

ります。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。
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議 長

事務局

議 長

議 長

事務局

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定し、買受適格証明書を交

付いたします。

続いて番号６番は先程と同様、８ページの番号３番と関連しますの

で、一括して審議いたします。それでは、事務局より説明をお願いし

ます。また、この案件は八女市農業委員会会議規則１１条の議事参与

の制限に抵触する事案でありますので、関係委員であります農業委員

１９番 茅島澄雄委員さんは席を下げていただきますようお願いいた

します。それでは、事務局より説明をお願いします。

６番について説明いたします。（議案書朗読）申請者が経営拡大の

ため取得しようとするものです。作付計画は米となっています。農地

法第３条の許可要件につきましては、申請書で許可要件を満たすこと

を確認しています。申請者は耕作目的での取得を希望していますので、

落札者となった場合、農地法第３条の所有権移転の許可書については、

買受適格証明の発行時と事情が異なっていなければ発行することにな

ります。以上でございます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定し、買受適格証明書を交

付いたします。茅島委員さんは元の席にお戻りください。

続いて番号７番について、事務局より説明をお願いします。

７番について説明します。（議案書朗読）父親である譲渡人から息

子である譲受人へ所有権移転贈与の申請です。以上です。
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議 長

議 長

事務局

議 長

事務局

事務局

議 長

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号８番について、事務局より説明をお願いします。

８番について説明いたします。（議案書朗読）祖母である譲渡人か

ら孫である譲受人への所有権移転贈与の申請です。よろしくお願いい

たします。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号９番と次の番号１０番は下限面積関連のため、一括して

審議いたします。それでは、事務局より説明をお願いします。

９番および１０番について説明いたします。（議案書朗読）９番・

１０番の譲渡人はご夫婦であり、高齢化による経営縮小と譲受人の経

営拡大に伴う所有権移転贈与の申請です。下限面積については９番と

１０番合わせて、合計７，３４５㎡となりますので問題ございません。

以上よろしくお願いいたします。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）
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議 長

事務局

議 長

議 長

事務局

議 長

議 長

議 長

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号１１番について、事務局より説明をお願いします。

１１番について説明いたします。（議案書朗読）譲渡人の経営縮小

と譲受人の経営拡大ということでの所有権移転贈与の申請です。ご審

議のほどよろしくお願いいたします。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

７ページをお願いします。続いて番号１２番を事務局より説明をお

願いします。

１２番について説明します。（議案書朗読）譲渡人の農業廃止と譲

受人の経営拡大ということでの所有権移転贈与の申請です。以上でご

ざいます。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

８ページの議案第５３号はすべて審議済みです。９ページをお願い

します。

議案第５４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集

積計画の決定の処理について農業委員１番 月足靖彦委員、３番 松

尾健一委員、４番 牛嶋徹也委員、１４番 今村嗣範委員、１８番 中

村善徳委員、１９番 茅島澄雄委員、最適化推進委員３番 平井照也
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委員、７番 隈本俊光委員、１０番 下川栄一委員、１４番 松延清

隆委員、２２番 八田久男委員、２５番 中島清隆委員、２６番 堤

政信委員、３２番 野中敏成委員、４１番 栗原英喜委員に会議規則

１１条の議事参与の制限を適用いたしますので、関係する委員さんは

席を下げていただきますようお願いします。それでは事務局より説明

をお願いします。

はい。本案件は、八女市農用地利用集積計画について、八女市長か

ら本委員会に対して決定を求められているものでございます。今回は、

所有権移転の案件が１０件、利用権設定の案件が６７８件、利用権設

定内容変更が１件ございます。

番号１番、（議案書朗読）こちらを譲渡人から譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号２番、（議案書朗読）こちらを譲渡人から譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号３番、（議案書朗読）こちらを譲渡人から譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

９ページ４番から１０番までは中間管理事業を活用した所有権移転

売買になります。

番号４番、（議案書朗読）こちらを譲渡人より譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号５番、（議案書朗読）こちらを譲渡人より譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号６番、（議案書朗読）こちらを譲渡人より譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号７番、（議案書朗読）こちらを譲渡人より譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号８番、（議案書朗読）こちらを譲渡人より譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号９番、（議案書朗読）こちらを譲渡人より譲受人へ売買により

所有権移転されるものです。

番号１０番、（議案書朗読）こちらを譲渡人より譲受人へ売買によ

り所有権移転されるものです。

１２ページから１４３ページにつきましては利用権設定の各筆明細



NO12

事務局

事務局

事務局

事務局

となっております。期間は１年から３０年までの新規、再設定、合わ

せて利用権設定件数６７８件、利用権を設定する土地１，４９４筆、

合計面積２，５１２，１５２．２１㎡です。

詳細につきましては、今回は新規営農等が出ておりますのでご説明

いたします。９３ページの４１４番については農地法３条案件にて説

明済みです。

９９ページ４４８番についてご説明します。この案件は下限面積の

関連がありますので１２３ページ５９１番と一括でご説明します。

９９ページ４４８番についてご説明いたします。（議案書朗読）こ

ちらを貸人から借人へ１０年間の賃貸借権設定をされる申請です。

１２３ページ５９１番についてご説明いたします。（議案書朗読）

こちらを貸人から借人へ１０年間の賃貸借権設定をされる申請です。

こちらの案件の借人についてご説明いたします。借人は、父親の農

業の手伝いを４年ほどされており、農業経験はおありです。今回自身

で農地を借り入れられ新規に農業を始められます。父親の農地と５９

１番の貸人の農地を借り入れられ、父親の指導を受けながら、苺を作

付けされます。出荷先はＪＡの予定です。

施設園芸の場合、施設面積２，６００㎡以上という下限面積の条件

を４１４番・５９１番合わせて３，６４５㎡で満たしておりますので

問題は無いとしています。

９９ページ４５１番についてご説明します。（議案書朗読）こちら

を貸人より借人へ５年間の賃貸借権設定をされる申請です。

借人は亡くなられた父親の手伝いを１０年ほどされており、農業経

験はおありです。今回自身で農地を借り入れられ、新規に農業を始め

られます。父親の相続代表人である母親から農地を借り受け、筍の栽

培、収穫をされます。出荷先はＪＡの予定です。

続いて１０６ページ４９５番・４９６番については下限面積の関連

がありますので一括でご説明いたします。

４９５番、（議案書朗読）こちらを貸人から借人へ５年間の使用貸

借権設定をされる申請です。

４９６番、（議案書朗読）こちらを貸人から借人へ５年間の使用貸

借権設定をされる申請です。
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農業委員

２１番

議 長

借人は、亡くなられた貸人の甥にあたります。貸人の手伝いを長年

されており、農業経験はおありです。今回農地を借り入れ、キウイを

栽培されます。出荷先はＪＡの予定です。

面積要件については４９５番、４９６番合わせて１４，１９５㎡な

ので問題はございません。

続いて１１３ページ５３４番ついて説明いたします。（議案書朗読）

こちらを貸人から借人へ１０年間の賃貸借権設定をされる申請です。

借人は貸人より農地を借り受けられ、オリーブの栽培を行っていく

予定です。借人は現在長崎県にご在住ですが、退職され実家である立

花町に居住し営農されます。オリーブの栽培技術については知人のオ

リーブ栽培をされている方にご指導いただく予定です。将来的には法

人化を目指してあり、今後茄子や苺のハウス園芸を考えてあります。

出荷先は通信販売、地元の直売所の予定です。

続いて１２５ページ６０３番についてご説明いたします。（議案書

朗読）こちらを貸人から借人へ５年間の賃貸借設定をされる申請です。

借人は父親の農業の手伝いを８年ほどされており農業経験はおあり

です。今回父親の農地を借り入れられ、自身で新規に農業を始められ

ます。営農計画は筍の栽培、収穫です。出荷先はＪＡの予定です。

続いて１４４ページの利用権設定変更の案件の説明をさせていただ

きます。（議案書朗読）こちらを貸人と借人による令和２年５月１０

日から令和１２年５月９日までの賃貸借設定を経営規模縮小目的のた

め、終期を令和７年５月９日に変更される申請です。以上でございま

す。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

中間管理事業での売買に関して、同じ農地を推進機構が買う金額と

推進機構が売る金額が違うことはどのようになっていますか。

原因を調べますのでそれまで暫時休憩をお願いします。

（ 暫時休憩 ）
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議 長
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議 長

議 長

事務局

農地の買取金額については、９月総会時の表記が正しいものです。

今回総会の金額については、後日調べて差し替え又は修正等対処をし

たいと思いますがご了承いただけますか。

分かりました。

他に質問はありますか。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。関係する

委員の１１条を解きます。元の席にお戻りください。１４５ページを

お願いします。

報告第１８号 農地法施行規則第５３条の規定による報告について

事務局より説明をお願いします。

はい。申請地は国道４４２号線から矢部清流学園から入る県道浮羽

石川内線を約４ｋｍ進んだ右側の農地になります。（議案書朗読）Ｋ

ＤＤＩ携帯電話基地局用地とするものです。農地は自作地であり、隣

接農地も貸人の農地であるため問題ありません。以上です。

事務局の説明が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。本案件は、農業委員会に報告するものですので、

質疑にとどめ審議を終わります。１４６ページをお願いします。

議案第５５号 農地法第４条の規定による許可申請書の処理につい

て、番号１番を事務局より説明と現地調査の報告をお願いします。

説明いたします。農地の区分は第１種農地、第３種農地のいずれの

要件にも該当しない第２種農地と判断します。申請地は、黒木町本分

にあります豊岡運動場より３００ｍほど西側に進んだ田本の行政地区
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の北側の農地になります。（議案書朗読）この土地を資材置場用地と

される予定で、隣接農地はすべて申請人の所有地です。水利承諾もと

ってあります。

１０月２９日に現地調査を実施した結果、雨水は排水溝を設置され、

南側の道路側溝へ流れる計画です。排水に関しても問題ないと確認し

ています。以上よろしくお願いします。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号２番を事務局より説明と現地調査の報告をお願いしま

す。

ご説明いたします。申請地は、八女市国武にあります北国武集会所

より北へ３０ｍほど進んだ農地になります。農地の区分は第１種農地

及び第３種農地のいずれにも該当しない農地であり、第２種農地と判

断します。（議案書朗読）この土地を申請人が太陽光発電施設用地と

して利用する計画です。隣接する農地は無いため同意は不要です。水

利の承諾はとれています。

１０月２７日に現地調査を行った結果、雨水は北側水路へ排水され

ます。特段問題はないと確認しております。以上です。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

１４７ページをお願いします。
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議案第５６号 農地法第５条の規定による許可申請書の処理につい

て、番号１番を事務局より説明と現地調査の報告をお願いします。

説明します。申請地は、八女市津江にありますフジキ工芸よりバル

ビゾン通りを挟んで北側に隣接する農地です。農地の区分は、都市計

画法第８条第１項第１号に規定する「用途地域」が定められた農地で

あり、第３種農地と判断します。（議案書朗読）この土地を専用住宅

用地として永年の使用貸借し、専用住宅を建築する計画です。隣接す

る農地はなく同意の必要はありません。水利の承諾はとれています。

１０月２７日に現地調査を行った結果、生活雑排水は下水道で処理

され、雨水は北側水路へ排水されますので隣接地への影響等、特段問

題はないと確認しております。以上ございます。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号２番を事務局より説明と現地調査の報告をお願いしま

す。

申請地は、八女市納楚にあります川崎病院より国道４４２号線を北

西に４００ｍほど進んだところの農地です。農地の区分は、都市計画

法第８条第１項第１号に規定する「用途地域」が定められた農地であ

り、第３種農地と判断します。（議案書朗読）この土地を宅地分譲用

地６区画として売買するための申請です。隣接する農地の同意はあり、

水利の承諾もとれています。

１０月２７日に現地調査を行った結果、生活雑排水は下水道で処理

され、雨水は南側水路へ排水されますので隣接地への影響等、特段問

題はないと確認しております。以上でございます。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。
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異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号３番を事務局より説明と現地調査の報告をお願いしま

す。

説明します。申請地は、八女市山内の八女市東公民館よりバルビゾ

ン通りを東へ２００ｍ進んだところの農地です。農地の区分は、おお

むね１０ｈａ以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であり、第

１種農地と判断します。第１種農地は原則不許可ですが、住宅その他

の申請に係る周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上

必要な施設で集落に接続して設置されるものですので、農地の区分と

転用目的は問題ないと考えます。（議案書朗読）この土地を駐車場用

地として利用するための申請でございます。隣接する農地はあります

が自己所有地で同意は不要です。水利の承諾もとれています。

１０月２７日に現地調査を行った結果、雨水は自然流下で影響等、

特段問題はないと確認しております。以上ございます。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

続いて番号４番を事務局より説明と現地調査の報告をお願いしま

す。

はい、説明いたします。申請地は、西日本短期大学付属高等学校よ

り北へ２００ｍほど進んだところの農地です。農地の区分は、第１種

農地と判断します。内容は３番と同じです。農地の区分と転用目的は

問題ないと考えます。（議案書朗読）この土地を特定建築条件付建売

住宅用地７区画として利用される申請です。隣接する農地の同意はあ

り、水利の承諾もとれています。

１０月２７日に現地調査を行った結果、生活雑排水は下水道で処理



NO18

事務局

議長

議 長

議 長

され、雨水は西側側溝へ排水されますので隣接地への影響等、特段問

題はないと確認しております。以上ございます。

事務局の説明と現地調査の報告が終わりました。質疑を行います。

質疑を終結します。質疑を終結し採決いたします。

異議ありませんか。

（ 異議なしの声あり ）

異議がありませんので、原案のとおり決定いたしました。

以上で議案の審議は全部終了いたしました。

これをもって、本日の会議を終了いたします。大変お疲れさまでし

た。

（ 閉会宣言 ３時２１分 ）

令和２年１１月５日

議 長 城後 公一

１１番 稲葉 初男

１２番 入江 保生


